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《2》
施
策
の
中
の
人
口

横
浜
の
人
口
を
読
む

執
筆編

　
集
　
部

行
政
計
画
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
あ
る
。
そ
の
中
の
「
計
画
を

取
巻
く
状
況
」
と
い
う
よ
う
な
項

目
の
中
で
、
人
口
の
推
移
や
将
来

推
計
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の

を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
実
際
の
業
務
の
中
で
人

口
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿

は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
人
口
が
ど
の
よ
う
に
業
務
の

中
で
参
照
さ
れ
、
使
わ
れ
て
い
る

か
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
頂
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

人
口
の
利
用
は
、
対
象
と
し
て

い
る
エ
リ
ア
の
ス
ケ
ー
ル
で
大
き

く
２
つ
に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
市
・
区
レ
ベ
ル
で
の

利
用
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
区
レ

ベ
ル
よ
り
小
さ
い
地
域
を
対
象
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

市
・
区
レ
ベ
ル
で
の
利
用
の
仕

方
は
様
々
で
あ
る
。
政
策
局
に
お

い
て
も
、
本
市
全
体
及
び
区
別
の

将
来
人
口
推
計
を
公
表
し
て
い
る

が
（
14
ペ
ー
ジ
参
照
）、
そ
れ
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
分
野
別
の
計
画

等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多

い
。ま

た
、
後
者
は
小
中
学
校
、
保

育
所
の
よ
う
な
施
設
の
整
備
に
関

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
人
口
推
計
を
行
う
こ
と
で
、

施
設
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
役
立
て
て

い
る
。

❶
救
急
車
の
必
要
台
数

救
急
車
の
必
要
と
さ
れ
る
台
数

に
つ
い
て
は
、
国
の
「
消
防
力
の

整
備
指
針
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
場
合
利
用
さ
れ
て

い
る
の
は
、
全
市
人
口
の
実
数
で

あ
る
。
人
口
10
万
人
ま
で
は
５

台
、
10
万
人
を
超
え
る
人
口
５
万

人
あ
た
り
１
台
の
救
急
車
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
国

基
準
に
準
拠
し
、
必
要
台
数
を
算

定
し
、「
横
浜
市
消
防
力
の
整
備

指
針
」
に
定
め
て
い
る
。
現
在
64

台
を
配
備
し
て
い
る
が
、
人
口
の

高
齢
化
に
伴
い
救
急
搬
送
人
数
は

増
え
て
い
る
。
年
齢
別
に
見
て

も
、
65
歳
以
上
の
搬
送
人
数
で
全

体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。

❷
水
の
需
要
予
測

使
用
水
量
の
約
８
割
を
占
め
て

い
る
家
事
用
水
の
将
来
需
要
予
測

に
お
い
て
、
市
内
総
人
口
の
将
来

推
計
が
大
き
な
要
素
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
人
口
増
自
体
は
需

要
の
増
加
要
因
に
な
る
。
将
来
推

計
で
は
、
人
口
増
加
は
当
面
続
く

が
、
そ
の
後
減
少
に
転
じ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、
一
人
あ
た
り
使
用
水
量

は
、
節
水
意
識
の
高
ま
り
、
節
水

機
器
の
機
能
向
上
や
普
及
に
よ
り

減
少
し
て
き
た
。
過
去
20
年
は
、

人
口
増
加
が
一
人
あ
た
り
使
用
水

量
の
減
少
を
吸
収
し
、
水
需
要
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
。

今
後
は
、
一
人
あ
た
り
使
用
水
量

に
加
え
人
口
も
減
少
す
る
た
め
、

今
後
の
水
需
要
は
20
年
後
に
約
１

割
の
減
少
と
推
計
し
て
い
る
。

❸
下
水
道
計
画
の
生
活
汚
水
量

下
水
道
計
画
の
汚
水
処
理
計
画

に
お
い
て
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
活
汚
水
量
は
、
１
人
あ

た
り
の
１
日
平
均
生
活
汚
水
量

（
＝
原
単
位
）
に
計
画
人
口
を
掛

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
て

い
る
。
生
活
汚
水
量
原
単
位
は
、

上
水
道
計
画
値
の
１
人
あ
た
り
の

１
日
平
均
家
事
用
水
量
に
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
等
を
踏
ま
え
て
設
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
計
画
人
口

は
推
定
の
精
度
等
を
考
慮
し
て
、

将
来
人
口
推
計
の
出
生
率
・
死
亡

率
を
「
中
位
・
中
位
」
と
し
た
推

計
値
を
用
い
て
い
る
。

生
活
汚
水
量
の
割
合
は
、
汚
水

量
全
体
の
中
で
約
６
割
を
占
め

て
い
る
。
水
道
の
生
活
用
水
の

使
用
量
の
減
少
等
も
考
慮
し
、

２
０
１
０
年
よ
り
生
活
汚
水
量
原

単
位
も
旧
計
画
値
か
ら
２
割
減
ら

し
た
２
４
０
Ｌ/

日/

人
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
い
る
。

❹
交
通
局
地
下
鉄
の
長
期
収
支
の

試
算横

浜
市
交
通
局
は
、
改
善
型
公

営
企
業
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら

の
赤
字
補
填
を
目
的
と
し
た
任
意

補
助
金
を
受
け
な
い
自
主
自
立
経

営
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
た
め
に
長
期
的
な
視
点
が
事

業
計
画
上
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

地
下
鉄
の
長
期
の
収
支
計
画
を

立
て
る
中
で
、
人
口
推
計
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展

に
よ
り
、
敬
老
パ
ス
を
利
用
す
る

70
歳
以
上
の
高
齢
化
人
口
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
生
産
年
齢

人
口
層
か
ら
の
収
入
予
測
が
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
が
、

こ
の
予
測
は
地
下
鉄
沿
線
11
区
の

推
計
さ
れ
た
生
産
年
齢
人
口
の
伸

び
率
で
試
算
を
し
て
い
る
。

❺
ご
み
と
資
源
の
総
量

現
行
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
（
ヨ
コ
ハ
マ
３ス

リ

ム

Ｒ
夢
プ
ラ

ン
）
で
は
、
平
成
37
年
度
ま
で

に
、
総
排
出
量
（
ご
み
と
資
源
の

総
量
）
を
、
21
年
度
比
で
10
％
以

上
削
減
を
す
る
こ
と
が
、
目
標
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

総
排
出
量
は
、
市
民
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
・
事
業
者
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
ほ
か
、
３
Ｒ

１　

市
・
区
レ
ベ
ル
で
の
利
用
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の
取
組
状
況
な
ど
様
々
な
要
素

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
人
口
も
そ
の
中
の
一
つ

で
あ
る
。

平
成
37
年
度
時
点
の
将
来
推
計

で
は
、
平
成
21
年
度
に
比
べ
て
人

口
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
中
、

総
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
に

は
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
排
出

を
減
ら
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
３
Ｒ
、
特
に
環
境

に
最
も
や
さ
し
い
リ
デ
ュ
ー
ス

（
発
生
抑
制
）を
推
進
し
て
い
る
。

❻
財
政
の
見
通
し

現
在
策
定
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
「
横
浜
市
中
期
4
か
年
計
画

２
０
１
４
～
２
０
１
７
」
素
案
の

中
で
、
平
成
35
年
度
ま
で
の
財
政

見
通
し
が
試
算
さ
れ
て
い
る
。

扶
助
費
・
義
務
的
な
繰
出
金
等

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や

取
組
、
将
来
人
口
推
計
、
物
価
上

昇
等
を
踏
ま
え
て
試
算
さ
れ
て
い

る
。
人
口
推
計
は
将
来
人
口
推
計

の
全
市
推
計
値
が
用
い
ら
れ
、
長

期
的
な
人
口
の
ト
レ
ン
ド
も
反
映

さ
れ
て
い
る
。

❼
都
市
計
画

都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
で

あ
る
「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
に
お
い

て
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整

区
域
の
区
分
を
定
め
る
際
に
基
本

と
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
「
区
域

区
分
の
方
針
」
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
国
の
「
都
市
計
画
運
用

指
針
」
に
よ
れ
ば
、
市
街
化
区
域

の
設
定
は
、
こ
の
「
区
域
区
分
の

方
針
」
に
お
い
て
、い
わ
ゆ
る
〝
人

口
フ
レ
ー
ム
方
式
〟 

を
基
本
と
す

る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

人
口
フ
レ
ー
ム
方
式
と
は
、「
人

口
を
最
も
重
要
な
市
街
地
規
模
の

算
定
根
拠
と
し
つ
つ
、
こ
れ
に
世

帯
数
や
産
業
活
動
の
将
来
の
見
通

し
を
加
え
、
市
街
地
と
し
て
必
要

と
見
込
ま
れ
る
面
積
（
＝
フ
レ
ー

ム
）
を
そ
の
ま
ま
即
地
的
に
割
り

付
け
る
方
式
」
で
あ
る
。

平
成
22
年
に
神
奈
川
県
に
よ
り

決
定
さ
れ
た
「
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

に
お
い
て
も
、
国
勢
調
査
デ
ー
タ

を
も
と
に
行
わ
れ
た
推
計
を
踏
ま

え
、
平
成
27
年
に
お
け
る
人
口
が

推
定
さ
れ
て
い
る
。

❽
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画

当
該
計
画
は
、
高
齢
者
に
関
す

る
保
健
福
祉
事
業
や
介
護
保
険
制

度
の
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、
取

り
組
む
課
題
及
び
目
標
を
定
め
る

も
の
で
あ
る
。
現
在
、
平
成
27
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
３
か
年
を

計
画
期
間
と
す
る
第
６
期
計
画
策

定
の
途
上
で
あ
る
。

計
画
に
お
い
て
は
、
横
浜
市
の

将
来
人
口
推
計
を
踏
ま
え
た
市
内

の
高
齢
者
人
口
及
び
第
１
号
被
保

険
者
数
の
推
計
が
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
量
等
の
見
込
み
の
基
礎
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。

❾
斎
場
の
運
営

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
今

後
死
亡
者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
中
で
、
火
葬
を
安
定
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
一
般
的
に
、
火
葬
需
要

は
死
亡
者
数
の
推
計
を
ベ
ー
ス
に

し
て
死
胎
児
数
等
を
加
え
る
こ
と

で
推
計
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
死
亡
者
数

が
増
え
る
冬
場
に
は
、
火
葬
の
予

約
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
お
り
、

斎
場
の
運
営
に
お
い
て
枠
を
増
や

す
形
で
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。

❶
保
育
対
策

保
育
所
を
建
設
す
る
と
い
う

目
的
か
ら
、
年
齢
ご
と
に
長
期

及
び
短
期
間
の
推
計
が
必
要
と

さ
れ
る
。

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
経
年

的
な
変
化
を
、
①
統
計
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
か
ら
の
町
丁
目
別
人
口

の
経
年
変
化
の
把
握
、
②
人
口

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
月
々
の
出
生
数
を

経
年
で
調
査
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
比
較
し
、
翌
年
4
月
の
人
口
の

動
態
を
把
握
し
て
い
る
。

こ
の
基
本
的
な
０
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
予
測
数
に
、
建
築
関
係
の

書
類
か
ら
把
握
で
き
る
新
規
の
大

規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
や
開
発

の
動
向
を
加
え
て
い
る
。
新
規
の

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
つ
い
て
は
、

広
さ
や
価
格
帯
に
よ
っ
て
１
年

目
、
２
年
目
の
児
童
発
生
数
を
年

齢
別
に
予
想
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
年
齢
別
の
推
計
児
童

数
に
、
既
存
の
保
育
所
の
入
所
待

ち
や
定
員
割
れ
の
状
況
等
が
勘
案

さ
れ
て
保
育
所
等
の
整
備
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。

❷
義
務
教
育
人
口
推
計

横
浜
市
独
自
の
推
計
方
法
で
あ

る
。
住
民
基
本
台
帳
及
び
学
校
現

況
調
査
か
ら
抽
出
し
た
平
成
26
年

５
月
１
日
現
在
の
幼
児
・
児
童
・

生
徒
の
基
本
数
（
在
籍
者
数
）

に
、
就
学
率
（
小
学
校
の
み
）、

入
学
率
（
中
学
校
の
み
）、
転
出

入
率
を
考
慮
し
、
急
増
分
と
し
て

集
合
住
宅
等
建
設
見
込
み
か
ら
の

児
童
・
生
徒
数
を
加
え
て
、
向
こ

う
６
年
間
の
児
童
・
生
徒
数
を
予

測
し
て
い
る
。
区
別
及
び
学
校
別

に
年
度
毎
の
推
計
値
を
表
し
た
も

の
が
あ
り
、
児
童
数
と
学
級
数
が

公
表
さ
れ
て
い
る
。

急
増
分
と
し
て
の
集
合
住
宅

は
、
住
戸
の
形
式
、
駅
か
ら
の
距

離
、
価
格
等
か
ら
12
の
タ
イ
プ
に

分
類
し
て
、
タ
イ
プ
ご
と
に
児

童
・
生
徒
数
の
出
現
率
を
設
定
し

て
推
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。

市
域
全
体
で
み
る
と
、
就
学
年

齢
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
大
規
模

な
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
な
ど
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
数
が
増
加
す
る

こ
と
で
、
そ
の
通
学
区
域
内
の
小

中
学
校
が
保
有
す
る
教
室
数
を
超

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

内
部
改
修
や
仮
設
校
舎
の
設
置
な

ど
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

地
域
も
出
て
き
て
い
る
。

２　

地
域
レ
ベ
ル
で
の
推
計


